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平成 29 年度ユネスコスクール年次報告書 
 

 

 １．学校概要  

 

学校名   岡山市立第二藤田小学校        （※正式名称を記載） 

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫※注１ 

      □中学校      □中高一貫※注２  □高等学校  

      □教員養成大学   □専修学校、各種学校 

       □特別支援学校    

□その他（例：小中高一貫                ） 
※注 1 義務教育学校を含む ※注 2 中等教育学校を含む 

  所在地 〒７０１－０２２１  

      岡山市南区藤田５９５番地 

  E-mail fujita2s＠city-okayama.ed.jp 

  Website http//www.city-okayama.ed.jp/~fujita2s/ 

 幼児児童生徒数  男子１７７名   女子 １６５名  合計 ３４２名 

        幼児・児童・生徒の年齢 ６歳～１２歳 

 

２．報告期間  

 

平成２９年４月～平成３０年３月 
※報告書提出時点～平成３０年３月末までの活動は、予定（見込み）として

記載ください。 

 

３． 活動内容  ※記入にあたっては、末尾の留意事項も確認ください。 

（１）活動の概要（８００字程度＋活動内容を表す写真数枚） 

  ※チェック事項 1-1、2-1 に対応 

本校は、「未来に向け 自ら学び 心豊かでたくましい児童の育成」を学校教

育目標としている。ＥＳＤを中心的な原動力と捉え、ＥＳＤの実践を通して課題

解決力・かかわる力・実践力・コミュニケーション力の育成を目標とした。 

具体的には、中学校区全体で共通理解した活動計画を柱に、①地域に係わる活

動、②国際理解に係わる教育、③環境・福祉に係わる学習、④食・農業に係わる

学習を行った。 

① 地域に係わる活動  ３年生【二藤学区のお宝大発見】 
ポンプ場（農業用水），神社，公民館，児童館など「地域の宝」とよぶことができる

場所について調べてみると，それぞれの場所がもつ役割（例 水田の多い地域なので、

ポンプ場はなくてはならない存在である）と自分たちとのつながりが分かった。また，

地域の達人とのふれ合い活動をすることで，自分たちの住む藤田には，伝統的な行事や

スポーツ，芸術などに優れた技をもつ達人がいることを知り，「地域の宝」は，人でも

あることに気づいた。活動を通して，地域への愛着や誇りが育った。 

 

② 国際理解に係わる教育  ６年生【世界の人にやさしくしよう】 
国連平和大使を務め，ノーベル平和賞を受賞したワンガリ・マータイの業績を調べる

中で，世界に通じる「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ」の意義に関心をもち，その後，「水」「食

料」「エネルギー」「ごみ」に課題意識をもち，それらを無駄にせず有効に活用するこ 
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とについて，調べたりまとめたりした。課題解決のために，自分たちにできることを考

え，家庭ごみの削減を実践したり，運営委員会との共同活動として，全校にユニセフ募

金の声かけを行ったりした。その後「食品ロス」や「食料自給率」「食文化」などにつ

いてさらに調べていくことになり，アジア農村協力ネットワークで開発途上国の農業支

援者の体験や活動内容を聞き，世界の食糧問題にも目を向けた。日本発のＭＯＴＴＡＩ

ＮＡＩの考え方の大切さを再認識し，持続可能な社会に向けて自分たちにできることを

考え，グループごとにまとめ，地域の方や中学校区の他の小中学校の関係者に向けて発

表した。 

 

③ 環境・福祉に係わる学習 ４年生【みんなに優しい町づくり】 
ゴミ調べをしたり，岡山市環境局の方から話を聞いたりして３Ｒについて学んだ。ま

た，ゴミ問題やリサイクルについて関心をもったことをテーマに，本やインターネット

などを活用して調べた。地球環境を守るために自分たちにできることは何かを考えた。

バリアフリーについて体験したり調べたりして，相手の立場や気持ちを想像し，理解し

ようとしながら人と関わっていくことの大切さに気づいた。その気づきをもとに「みん

なに優しい町」をつくるために自分たちにできることは何かを考え，まとめたことを３

年生に向けて発表した。 

 

④ 食・農業に係わる学習 ５年生【藤田の農業を知ろう】 
学区で米作り体験をして，地域の稲作について関心をもった。また，近くの農業高校

で行っている無農薬自然農法を見学し，環境にやさしい米作りについての理解も深めた。

フィールドワークでは，学区の農家に出かけ，農業に関する苦労や工夫，思いや願いに

ついてインタビューして地域の農業についての理解を深めた。分かったことをグループ

ごとにポスターにまとめ，地域の農業について考えたことを整理した。地域の農業の未

来について話し合い，自分たちが地域の農業のためにできることを考え，下学年や地域

に向けて発信した。 
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（２）活動の詳細 

① 活動内容 

※チェック事項 1-2, 2-1 に対応 

 

ア. 活動分野（複数選択可）  

                            

□ 1. 環境 □ 2. エネルギー □ 3. 防災 □ 4. 生物多様性 
□ 5.気候変動 □ 6. 国際理解、文

化多様性 
□ 7. 地域の伝統文

化、文化遺産 
□ 8. 人権・平和 

□ 9. 健康・福祉 □ 10. 食育 □ 11. 持続可能な

生産と消費 
□ 12. 貧困 

□ 13. エコパーク □ 14. ジオパーク □ 15.グ ロ ー バ ル シ チ ズ ン シ ッ プ 教 育

（GCED) 
□16.ジェンダー平

等 

□ 17. その他（                                         ） 

 

イ．活動を通して育みたい資質や能力（複数選択可） 

□ 1. 批判的に考える力 □ 2.未来像を予測して計画を立てる力 

□ 3. 多面的、総合的に考える力 □ 4. コミュニケーションを行う力 

□ 5. 他者と協力する態度 □ 6. つながりを尊重する態度 

□ 7. 進んで参加する態度  

□ 8. その他（自由記入                                      ） 

 

 

ウ．活動時間（複数選択可） 

□ 1. 教科の時間 □ 2. 総合的な学習の時間 

□ 3. 特別活動等 □ 4. クラブ活動 

□ 5. その他（自由記述                                          ） 

 

 

エ．使用した教材 （書籍、ウェブサイト、パンフレットなど具体名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書籍４年生「リサイクルでごみを減らそう」佐島群巳 監修 ほるぷ出版 

  ５年生「お米なんでも大百科」稲垣栄洋 監修 ポプラ社  

 

 



 

 4 

② ユネスコスクールとしての活動を各校の教育課程（指導計画）にどのよう

に位置付けているか。指導内容を適切に定め、指導方法の工夫改善に努め

ているか。（２００～３００字程度） 

※チェック事項 1-2, 1-3 に対応 

 

③ 学校全体で組織的かつ継続的に活動に取り組める体制や環境をつくるため、

どのような取組を行っているか。（２００字程度） 

※チェック事項 1-4 に対応 

 

④ ユネスコスクールとしての活動の質の向上のための学校活動の評価（内部/

外部）の方法・具体的内容と、それによって明らかになった成果と課題。

（２００字程度） 

※チェック事項 1-5 に対応 

1・2 年生については生活科，3 年生から 6 年生については、総合的な学

習を中心に、社会科や理科の学習でもＥＳＤの内容に関する体験や学習を

行っている。指導内容については、①地域・環境教育②国際理解（世界の

幸せについて考える）③人権教育（共に生きる）④食・農業教育の 4 つの

柱を考慮しながら年間計画に位置付けている。指導方法の工夫については、

毎年 3 学期にその年度の実践を研究収録にまとめる過程で，見直しや改善

を行っている。そのあと中学校区で実践発表を行うことで，お互いのよい

点を見合う機会を設けている。 

 

 

 

 

各教科の学習を基盤としてＥＳＤを総合的な学習の時間を中心に実践す

ることができるように、また横断的・総合的な指導を行うために，ＥＳＤ

カレンダーを作成している。年間を通して活用できる地域教材の内容を整

理した時系列の一覧表である。それを毎年更新しながら学校全体で組織的

かつ継続的に活動に取り組むことができるように配慮している。 

児童用の学校評価の項目に「地域に関心を持つことができるようになってきた。」とい

う項目を設け、ＥＳＤについての成果がどのくらい表れているかをチェックするようにし

ている。また、児童には「ＥＳＤ振り返りカード」にＥＳＤで学んだことについて記述さ

せている。その結果から以下のような成果と課題が見られた。 

成果 活動を通した児童の変容 

① 地域に関する学習や活動を通して自分たちが住む地域についての関心や理解が深まっ

た。 

② いろいろな人とのかかわりを通して，相手の立場や気持ちを想像し，理解しようとし

ながら人と関わっていくことの大切さに気づいた。 

③ 環境や食料など世界が抱えている課題について関心や理解が深まった。 

課題  

① 中学校区内の他の小学校とは指導内容について共通理解を図りながら足並みをそろえ

て進めることができたが，小学校で学んだ内容を中学校で発展的に学ばせることがで

きていない。 

② 教職員のＥＳＤに対する十分な理解を図ることができていない。 



 

 5 

⑤ ESD の推進拠点としての活動成果の発信方法・内容と、発信により得られ

た効果。（２００字程度）         ※チェック事項 2-2 に対応 

 

⑥ 学校以外の団体との協働・交流・ネットワーク形成（地域コミュニティ、

大学、ＥＳＤ活動支援センター、ＥＳＤコンソーシアムとの連携など） 

（２００字程度） 

                   ※チェック事項 2-3 に対応 

 

⑦ 国内外のユネスコスクールとの交流・ネットワーク形成（２００字程度） 

※チェック事項 2-4 に対応 

⑧ ユネスコスクールの活動による効果について、特筆すべき（特に強調した

い）内容（例えば児童生徒、教員、カリキュラム・教授法、学校経営、地

域・保護者との関係など様々な面でのポジティブな変化）（２００字程度） 

※チェック事項 2-5 に対応 

 

 

公民館の職員，中学校区の小中学校児童・生徒・職員，幼稚園保育園職

員，町内会長，その他地域の住民が，年間数回行われる「中学校区ＥＳＤ

研修会・発表会」に参加し，意見を交換したり，発表内容に対する感想な

どを話し合ったりした。 

岡山市ＥＳＤ・ユネスコスクール推進事業に関する中学校区研究収録に

原稿を提出し，その内容を年度末にＥＳＤ実践発表会の席で担当者が発表

した。その席で，６年生の児童が「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ」について発表し，中

学校区の地域の方や学校関係者が意見を出し合った。「水」「食料」「エネルギ

ー」「ごみ」に課題意識をもち，それらを無駄にせず有効に活用することについ

て、これからの将来には欠かせない内容であると評価された。 

 

現段階では、中学校区の小中学校との交流はできているが、その他の国

内外ユネスコスクールとの交流及びネットワーク形成はできていない。 

ＥＳＤ活動に参加することを通して，地域の方や保護者と児童との交流

が活発になり，コミュニケーションをとる場が広がり，よりよくつながる

ことができた。継続して地域との交流を行うことで，学校と地域とのつな

がりが保たれている。 
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（３）平成 30 年度の活動計画（２００～４００字程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校区内・地域での活動 

４月 ＥＳＤ担当者会 

５月 ＥＳＤ学校連絡会 

６月 ＥＳＤ地域連絡会 

２月 ＥＳＤ発表会 

 

学校内での活動計画 

今年度同様に以下の内容について１年を通して学習を行う予定である。  

３年生 地域に係わる学習【二藤学区のお宝大発見】 

４年生 食・農業に係わる学習【みんなに優しい町づくり】 

５年生 環境・福祉に係わる学習【藤田の農業を知ろう】 

６年生 国際理解に係わる教育【世界の人にやさしくしよう】 

 

 


